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TOPICS
◎
一
面
　
会
長
挨
拶

◎
二
面
　
大
阪
保
護
観
察
所
だ
よ
り

◎
三
面
　
第
72
回「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」

◎
四
面
　
こ
の
人
に
聞
く

交野市 倉治 機物（はたもの）神社 七夕まつり

め
、
そ
の
活
動
に
協
力
、
支
援
を

し
て
い
く
必
要
が
あ
る
の
で
は

な
い
か
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
こ
数
年
見
送
ら
れ
て
い
ま

し
た
「
社
会
を
明
る
く
す
る
運

動
」の
大
会
が
開
催
さ
れ
る
こ
と

と
な
り
、
枚
方
市
、
交
野
市
の
委

託
を
受
け
そ
の
運
営
に
当
た
る

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

以
前
に
も
報
告
し
ま
し
た
が

国
に
お
い
て
は
、保
護
司
活
動
に

お
け
る
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
利
用
、

Ｗ
ｅ
ｂ
に
よ
る
観
察
報
告
書
の

送
付
、保
護
観
察
の
複
数
担
任
制

等
々
の
施
策
が
具
体
化
さ
れ
る

こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
社
会
情
勢
に
対
応
し

た
保
護
観
察
制
度
を
取
り
入
れ

た
更
生
保
護
活
動
に
よ
り
、犯
罪

や
非
行
の
な
い
地
域
社
会
を
築

く
た
め
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。

　

引
き
続
き
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
る
四
月
予
算
総
会
に
よ
り

新
年
度
の
予
算
・
事
業
計
画
が

承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

昨
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
蔓
延
の
た
め
予
定
し
て
い

た
各
種
事
業
の
中
止
を
余
儀
な

く
さ
れ
、充
分
な
更
生
保
護
活
動

も
で
き
な
い
状
況
が
続
い
て
い

ま
し
た
。本
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
蔓
延
の
心
配
が
依
然

と
し
て
深
刻
な
状
況
に
あ
り
ま

す
が
、感
染
予
防
対
策
を
取
り
な

が
ら
保
護
司
会
に
課
せ
ら
れ
た

課
題
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

保
護
司
会
で
の
課
題
と
な
っ

て
い
る
保
護
司
適
任
者
の
安
定

的
確
保
に
つ
い
て
、当
保
護
司
会

に
お
い
て
は
、
保
護
司
定
数

1
2
1
名
に
対
し
て
、現
員
数
は

1
0
2
名
と
大
き
く
定
数
を

割
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
保
護
司
の
高
年
齢
化
や

健
康
上
の
問
題
で
、定
年
を
待
た

ず
に
退
任
さ
れ
る
保
護
司
が
お

ら
れ
ま
す
。

　

観
察
所
に
お
い
て
も
重
点
事

項
と
し
て
、「
保
護
司
適
任
者
確

保
の
た
め
の
緊
急
活
動
宣
言
」に

基
づ
く
施
策
を
進
め
て
お
ら
れ

ま
す
。

　

当
保
護
司
会
と
し
て
も
保
護

司
候
補
者
検
討
協
議
会
の
よ
り

一
層
の
活
動
を
お
願
い
す
る
と

共
に
、我
々
保
護
司
と
し
て
も
適

任
者
の
発
掘
に
力
を
注
が
ね
ば

な
ら
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

蔓
延
に
よ
り
、更
生
保
護
活
動
が

で
き
て
い
な
か
っ
た
更
生
保
護

関
係
団
体
と
も
、今
後
連
携
を
深

枚
方・交
野
地
区
保
護
司
会

　
　 

会
長
　
山
本
　
光
茂
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大
阪
保
護
観
察
所  

所
長
　
古
山
　
正
成

着
任
の
御
挨
拶

大
阪
保
護
観
察
所
だ
よ
り

で
に
は
、
な
お
一
定
期
間
を
要

し
、
そ
の
後
も
関
係
者
へ
の
影

響
が
尾
を
引
く
こ
と
も
考
え
ら

れ
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
中
で
あ

れ
ば
こ
そ
、
更
生
保
護
の
志
を

同
じ
く
す
る
保
護
司
、
更
生
保

護
女
性
会
員
、Ｂ
Ｂ
Ｓ
会
員
、

更
生
保
護
施
設
、
協
力
雇
用
主
、

更
生
保
護
協
会
の
皆
様
の
強
固

な
横
の
連
携
と
共
助
の
精
神
が

ま
す
ま
す
大
切
で
あ
り
、
我
々

の
拠
り
所
と
な
り
ま
す
。

　

更
生
保
護
関
係
者
が
一
丸
と

な
り
、
こ
の
難
局
を
乗
り
切
っ

て
い
け
る
よ
う
、
保
護
観
察
所

と
し
て
も
精
一
杯
努
力
し
て
ま

い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す

の
で
、
引
き
続
き
、
皆
様
の
お

力
添
え
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

　

本
年
四
月
一
日
付
け
で
千
葉

保
護
観
察
所
か
ら
異
動
し
て
ま

い
り
ま
し
た
古
山
正
成（
こ
や

ま　

ま
さ
な
り
）と
申
し
ま
す
。

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

　

は
じ
め
に
、
枚
方
・
交
野
地

区
の
更
生
保
護
が
、
保
護
司
の

皆
様
を
始
め
と
す
る
更
生
保
護

関
係
者
各
位
の
御
尽
力
と
、
自

治
体
、関
係
機
関
・
団
体
の
皆
様
、

そ
し
て
地
域
の
方
々
か
ら
の
幅

広
い
御
支
援
と
御
協
力
に
よ
り
、

充
実
し
た
制
度
と
し
て
営
ま
れ

て
い
る
こ
と
に
対
し
、
心
か
ら

敬
意
と
感
謝
の
意
を
表
し
ま
す
。

　

今
な
お
続
く
コ
ロ
ナ
禍
の
厳

し
い
状
況
が
完
全
に
収
ま
る
ま

民法改正による成年年齢の引き下げを踏まえて、少年法も改正され、18歳・19歳で付される保護処分等が変わります。

18歳・19歳の少年の事件の
検察官送致（逆送）される範囲が広がり
ます。
18歳・19歳の少年は「特定少年」と呼ばれ、
特定少年のための新しい保護処分ができ
ます。

特定少年の保護処分の期間は、言い渡された
期間の終了までであり、「20歳まで」では
ありません。
特定少年が起こした事件が検察官により起訴され
た場合は、実名報道されることがあります。

◎ココが変わります！

警
察・検
察

全
件
送
致

保
護
観
察

仮
退
院

少
年
院

捜
査

起
訴

調
査・審
判

検察官送致（逆送）

不処分等

要　　点

保護処分
●少年院送致
●保護観察
〈特定少年の処分〉
●2年の保護観察
●6月の保護観察（更生指導）
●少年院送致
●児童自立支援施設等送致

《家庭裁判所》 《検察》

①

②

③

④

③②

① ④

令和4年4月1日から 新しい保護観察が始まる

《注意点》対象となるのは、令和4年4月1日以降に家
裁の決定があった少年だけです。すでに保護処分が決
定している少年の処分が切り替わることではありません。2年の保護観察 6月の保護観察

（更生指導） 少年院送致
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再
犯
防
止
に
つ
い
て
理
解
を
深

め
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
犯

罪
の
な
い
明
る
い
地
域
社
会
を

め
ざ
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

皆
様
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を

心
よ
り
お

願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

　

枚
方
・
交
野
地
区
保
護
司
会

の
皆
様
に
は
、
日
頃
よ
り
更
生

保
護
活
動
を
は
じ
め
、
犯
罪
や

非
行
の
防
止
や
青
少
年
の
健
全

育
成
に
ご
尽
力
い
た
だ
き
ま
す

こ
と
に
、
心
よ
り
敬
意
を
表
し
、

ま
た
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
『
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
』

は
、
私
達
地
域
住
民
が
、
犯
罪

や
非
行
の
防
止
と
犯
罪
や
非
行

を
し
た
人
た
ち
の
更
生
に
つ
い

て
理
解
を
深
め
、
犯
罪
や
非
行

の
な
い
安
全
で
安
心
な
明
る
い

地
域
社
会
を
築
く
こ
と
を
目
指

し
て
、
全
国
で
展
開
さ
れ
て
お

り
、
今
年
で
72
回
を
数
え
ま
す
。

　

当
地
区
に
お
い
て
は
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防

止
の
た
め
過
去
２
年
間
は
式
典

等
を
中
止
せ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
今
年
は
七
月
一
日

（
金
）に
枚
方
市
総
合
文
化
芸
術

セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
式
典
お
よ

び
講
演
会
を
開
催
す
る
運
び
と

な
り
ま
し
た
。

　

近
年
、
刑
法
犯
の
認
知
件
数

は
全
国
的
に
も
大
阪
府
下
で
も

減
少
し
て
い
ま
す
が
、
一
方
で

再
犯
者
の
割
合
を
示
す「
再
犯

者
率
」は
増
加
し
て
お
り
、
令

和
二
年
に
は
49
・
1
%
と
な
っ

て
い
ま
す
。
安
全
で
安
心
な
地

域
社
会
を
築
く
た
め
に
は
、
再

犯
防
止
が
重
要
な
課
題
で
す
。

　

そ
し
て
、
再
犯
を
防
止
す
る

に
は
、
罪
を
償
い
立
ち
直
ろ
う

と
す
る
人
を
社
会
が
受
け
入
れ

て
い
く
こ
と
や
、
犯
罪
や
非
行

を
生
み
出
さ
な
い
家
庭
づ
く
り

や
地
域
づ
く
り
を
行
う
こ
と
が

必
要
で
す
。

　

関
係
機
関
の
皆
様
と
連
携
し
、

実施委員長
黒田 実 交野市長

実施副委員長
伏見 隆 枚方市長

第
72
回『
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
』

実
施
委
員
長
あ
い
さ
つ

①
犯
罪
や
非
行
を
防
止
し
、
安

全
で
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と

の
で
き
る
明
る
い
地
域
社
会

を
築
く
こ
と
。

②
犯
罪
や
非
行
し
た
人
が
再
び

犯
罪
や
非
行
を
し
な
い
よ
う

に
そ
の
立
ち
直
り
を
支
え
る

こ
と
。

目
　
　
標

　
七
月
は「
第
72
回
社
会
を
明

る
く
す
る
運
動
」の
強
調
月
間

で
す
。

●
標
語
パ
ネ
ル
の
掲
示（
七
月
）

●
標
語
入
り「
ク
リ
ア
フ
ァ
イ

ル
」を
配
布（
七
月
）

　
（
両
市
中
学
三
年
生
）

●
作
文
コ
ン
テ
ス
ト

（
小
中
学
生
）

各
校
を
訪
問
し
依
頼（
六
月
）

㊟
個
人
応
募
も
受
け
ま
す
。

　
審
査（
九
月
）

　
結
果
発
表（
十
一
月
）

●
啓
発
物
配
布（
九
月
）

救
急
絆
創
膏

京
阪
本
線
駅
前

（
枚
方
市・枚
方
公
園・

牧
野・樟
葉
）

京
阪
交
野
線
駅
前

（
交
野
市・私
市・郡
津
）

Ｊ
Ｒ
線
駅
前

（
津
田・長
尾・河
内
磐
船・

星
田
）

イ
ズ
ミ
ヤ
枚
方
店
前

ア
ル
プ
ラ
ザ
枚
方
店
前

年
間
を
通
し
て
の
取
組

●
式
典

七
月
一
日（
金
）

枚
方
市
総
合
文
化

芸
術
セ
ン
タ
ー 

大
ホ
ー
ル

受
付　
午
前
十
一
時
三
〇
分
〜

開
会　
午
後
〇
時
三
〇
分

●
オ
ー
プ
ニ
ン
グ

　
関
西
外
国
語
大
学

　
吹
奏
楽
部
演
奏

●
式

行
事
予
定

　
挨
拶・祝
辞・テ
ン
ト
贈
呈

●
講
演
会

演
題「
命
の
授
業
〜
ド
リ
ー
夢

メ
ー
カ
ー
と
今
を
生
き
る
」

講
師　
腰
塚　
勇
人　
様

　

去
る
五
月
十

八
日
、
３
年
ぶ

り
に
社
明
運
動

チ
ャ
リ
テ
ィ
ゴ
ル
フ
大
会
が
開

催
さ
れ
た（
飛
鳥
Ｃ
Ｃ
）。枚
方
・

交
野
地
区
保
護
司
会（
枚
保
会
）

は
、
３
チ
ー
ム
10
名
（
全
体
30

チ
ー
ム
1
1
1
名
）
の
参
加
で

あ
っ
た
。そ
ん
な
中
、京
谷
名
誉

会
員
が
、エ
イ
ジ
シ
ュ
ー
ト（
年

齢
以
下
の
ス
コ
ア
で
回
る
事
）

を
達
成
さ
れ
、
主
催
の
大
阪
府

保
護
司
会
連
合
会
会
長
特
別
賞

に
輝
き
、
大
会
に
花
を
添
え
ら

れ
ま
し
た
。次
回
に
向
け
、多
数

の
老
若
男
女
の
参
加
に
期
待
し

て
お
り
ま
す
。　　

 （
枚
保
会
）

チ
ャ
リ
テ
ィ
ゴ
ル
フ
大
会

参
加
報
告

◀京谷名誉会員
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編

後
記

集

　
枚
方・交
野
に
は
、
七
夕
伝
説
由

縁
の
地
が
数
多
く
あ
り
ま
す
。
織

姫
が
祀
ら
れ
て
い
る
巻
頭
の
写
真

の
機
物
神
社
で
は
、
七
夕
ま
つ
り

が
行
わ
れ
、短
冊
が
揺
れ
る
境
内
は
、

毎
年
多
く
の
人
で
賑
わ
い
ま
す
。

今
年
は
神
事
の
み
執
り
行
わ
れ
ま

す
が
、
世
界
平
和
と
コ
ロ
ナ
感
染

終
息
の
願
い
を
短
冊
に
込
め
た
い

と
思
い
ま
す
。

悼※
沖　
　

廣
行　
三
・
三
・
十
一

（
※
印　

名
誉
会
員
）

謹
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り
し
ま
す

　

枚
方
Ｂ
Ｂ
Ｓ
会
と
し
て
、
昭

和
三
六
年
当
時
の
学
生
仲
間
が

集
ま
り
、
地
域
の
青
少
年
の
非

行
防
止
と
不
幸
に
し
て
非
行
に

陥
っ
た
少
年
た
ち
の
良
き
と
も

だ
ち
活
動
を
行
う
べ
く
、
十
名

で
発
足
さ
れ
た
事
が
始
ま
り
と

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
活
動
に
お
い
て
は
幾
多

の
苦
難
に
見
舞
わ
れ
、
そ
の
た

び
に
休
会
状
態
と
な
り
ま
し
た

が
、
保
護
司
会
の
絆
に
よ
り
乗

り
越
え
今
日
に
至
り
ま
し
た
。

　

今
回
の
存
続
危
機
を
受
け
保

護
司
会
会
長
の
熱
い
思
い
も
あ

り
、
組
織
部
が
主
体
で
Ｂ
Ｂ
Ｓ

会
員
と
な
り
活
動
を
継
承
さ
せ

る
事
に
な
り
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
本
来
の
Ｂ
Ｂ
Ｓ
活

動
と
併
せ
、
新
た
な
若
者
に
よ

る
Ｂ
Ｂ
Ｓ
会
の
組
織
形
成
に
努

め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

保
護
司
の
皆
様
、
若
者
の
Ｂ

Ｂ
Ｓ
会
活
動
へ
の
参
加
呼
び
か

け
と
Ｂ
Ｂ
Ｓ
会
の
円
滑
な
活
動

に
ご
協
力
を
頂
き
ま
す
よ
う
、

枚
方・交
野
地
区

Ｂ
Ｂ
Ｓ
会
の
活
動

枚
方・交
野
地
区

協
力
雇
用
主
会
の
方
々

　

こ
の
度
、
枚
方
・
交
野
地
区

更
生
保
護
女
性
会
の
会
長
を
さ

せ
て
頂
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

微
力
で
は
あ
り
ま
す
が
、
先

輩
方
の
活
動
に
学
び
、
会
員
の

皆
様
と
共
に
、
更
生
保
護
女
性

会
綱
領
を
軸
に
力
を
合
わ
せ
、

更
生
保
護
の
灯
を
心
に
と
も
し

続
け
た
い
と
、
思
っ
て
お
り
ま

す
。

　

一
日
も
早
く
コ
ロ
ナ
感
染
症

が
収
束
し
、安
心
し
て
、人
と
人

が
触
れ
合
う
こ
と
の
出
来
る
日

が
訪
れ
る
こ
と
を
願
い
な
が
ら
、

少
し
ず
つ
活
動
に
取
り
組
ん
で

参
り
ま
す
。よ
ろ
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

更
生
保
護
女
性
会　
　
　

会
長
　
新
島
佳
世
子

株
式
会
社
ヒ
ノ
テ
ッ
ク　
　
　

代
表
取
締
役
　
日
野　
守
之

会
長
　
惠
阪　
順
三

こ
の
人
に
聞
く

し
て
い
ま
す
の
で
、
活
力
あ
ふ

れ
る
方
、
一
緒
に
働
い
て
み
ま

せ
ん
か
。

　

来
た
る
令
和
四
年
八
月

十
九
日
（
金
）
午
後
二
時
よ

り
交
野
ゆ
う
ゆ
う
セ
ン

タ
ー
に
お
い
て
、
講
師「
寮

美
千
子
」
先
生
に
よ
る
『
あ

ふ
れ
で
る
の
は
や
さ
し
さ

だ
っ
た
〜
奈
良
少
年
刑
務

所　

絵
本
と
詩
の
教
室
〜
』

と
題
し
た
講
演
会
を
行
い

ま
す
。聴
講
を
お
す
す
め
し

た
く
、ご
予
定
く
だ
さ
い
ま

す
よ
う
お
願
い
致
し
ま
す
。

（
保
護
司
会　

組
織
部
）

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

枚
方
・
交
野
地
区
保
護
司
会

の
皆
様
の
更
生
保
護
活
動
に
敬

意
を
表
し
ま
す
。

　

さ
て
、
弊
社
は
一
九
五
六
年

に
枚
方
の
地
で
、
看
板
・
塗
装

業
と
し
て
私
の
父
が
創
業
い
た

し
ま
し
た
。以
後
六
五
年
間
、地

域
の
皆
様
に
お
支
え
を
頂
き
現

在
に
至
っ
て
お
り
ま
す
。協
力

雇
用
主
と
し
て
登
録
を
頂
き
、

長
き
に
渡
り
こ
の
地
域
で
社
業

を
営
ま
せ
て
頂
い
た
ご
恩
返
し

と
し
て
、
社
会
生
活
に
戻
ら
れ

た
方
々
の
雇
用
の
一
助
と
な
り

ま
す
よ
う
頑
張
ら
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

　

雇
用
を
通
じ
、
安
定
し
た
生

活
や
職
場
に
於
い
て
の
人
と
人

の
繋
が
り
を
通
し
、
新
た
な
出

発
が
で
き
ま
す
よ
う
努
め
さ
せ

有
限
会
社
キ
ャ
リ
ー
ワ
ー
キ
ン
グ

代
表
取
締
役
　
検
学　
真
二

　

弊
社
は
、
軽
貨
物
の
運
送
業

務
を
京
阪
神
・
奈
良
・
滋
賀
に

お
い
て
、自
社
、協
力
会
社
を
含

め
五
〇
台
以
上
の
車
両
が
日
夜

稼
働
し
て
お
り
ま
す
。

　

安
全
第
一
を
旨
と
し
た
業
務

で
、
大
手
企
業
様
を
は
じ
め
と

す
る
荷
主
様
に
ご
信
頼
を
い
た

だ
き
、
今
日
を
迎
え
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

特
定
信
書
便
事
業
の
連
絡
便

を
始
め
、
新
型
コ
ロ
ナ
関
連
事

業
と
し
て
検
体
の
回
収
及
び
搬

送
業
務
や
ワ
ク
チ
ン
の
搬
送
等

を
自
治
体
よ
り
直
接
業
務
委
託

を
受
注
し
、一
日
も
早
い
、コ
ロ

ナ
の
終
息
に
寄
与
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　

ま
た
、弊
社
は
、調
剤
薬
局
及

び
病
院
に
医
薬
品
を
、
幼
稚
園

に
は
お
弁
当
を
配
送
す
る
な
ど

女
性
ド
ラ
イ
バ
ー
も
多
数
活
躍

て
頂
き
ま
す
。

更
生
保
護
団
体
会
員
の
皆
様
へ
の

「
合
同
研
修
会
」の
お
知
ら
せ
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